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観光統計調査による延べ利用者数
の維持

維持

成果 維持する

千曲川・高社山SEA TO SUMMITを開催することでの知名度向上、地域おこし協力隊の活動支援、
(一財)信州なかの産業・観光公社の体制強化

成果指標と目標値
を設定した理由

過去の観光客推移により、前年度の数値を目標値とし、観光振興を推進するため。

令和３年度の
実施方針

例年どおり実施 活動量 維持する コスト 維持する

成果 213 人 中止 人 －
SEA TO SUMMIT参加者数 増加

目標

成果 458,200 人 － 人 －

目標 490,000 人 459,000

200 人 200 人 250 人

人 459,000 人

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 30,113,214 33,691,300 32,277,640

市民１人当たりコスト 円 708 795

人件費　Ｂ 円 8,245,760 8,346,300 5,648,640

766

成果指標　アウトカム 方向 令和元年度 令和２年度 令和３年度

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト R２は予算額 一般財源 円 21,867,454 24,211,000 18,573,000

市債 円

その他特定財源 円 900,000

正規職員数 人 1.28 1.29 0.64

県支出金 円

決算（見込）額　Ａ 円 21,867,454 25,345,000 －

財源内訳

国庫支出金 円 234,000

7,426,000

補正・流用等 円 -1,670,000 －

合計 円 22,294,000 25,345,000

630,000

項　　目 単位 令和元年度 令和２年度

地域おこし協力隊の活動支援（シティプロモーション事業） 通年

令和３年度

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

外国人を含む市外からの来
訪者

適切な情報提供や案内等を行い、市内来訪者数を増やし、満足度を上
げる。

現状・課題

予算額

当初予算 円 22,294,000 27,015,000 26,629,000

26,629,000

評価の基準となる観光統計の基準が曖昧であること
観光振興の体制整備

市が行う理由
及びその根拠

任意的自治事務 観光客による経済効果をもたらすため

事務事業概要 観光振興の体制整備、広告宣伝、信州なかの産業・観光公社事業委託、誘客促進

令和３年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

(一財)信州なかの・産業公社へ委託 観光振興委託料14,853千円

SEA TO SUMMIT負担金（実施計画事業） 事業費補助2,200千円

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 ７款 商工費 計上

項 １項

目指す姿

目 ３目 観光費 平成27年度

政策 05 観光・交流の振興 係 観光交流係
総合
計画
体系

基本政策 3 にぎわいと活力あふれるまちづくり 課・室 営業推進課

施策 02 交流の振興 内線電話 259

商工費 実施期間

事務事業名 観光振興事業
目標設定日 令和3年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（令和３年度目標設定） 事務事業№ 050209

経済部



地域おこし協力隊活動支援

活動内容 ４月 ５月 ６月

SEA TO SUMMIT

令和３年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

(一財)信州なかの産業・観光公社へ
観光振興業務委託

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

経済部

課・室 営業推進課

係 観光交流係

事務事業名 観光振興事業

部・局

関係機関との調整、開催準備、募集 ▼イベント開催（10月下旬）


